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私は、平成22年に東京電機大学理工学部を卒業しました。その後、平成27年に東京電機大学大
学院先端科学技術研究科にて博士号を取得しました。大学教員になるべく博士号の取得を目指し
ましたが、まず、そのきっかけである私の家庭環境から述べたいと思います。私は、今日では珍しい
大家族の家庭で7人兄弟の長男として年下の兄弟の親代わりに育ったため、教育に強い関心を持っ
ていました。その影響も強くあり、東京電機大学での学生時代に、教育と研究に楽しげに従事して
いる研究者と接する多くの機会に恵まれ、その両方に憧れを抱くようになりました。その憧れから、
教育に携わり研究を続けられる大学教員を目指していたため、関西学院大学総合政策学部で教育
に従事することができ、研究を継続できる環境を与えて頂いたことに感謝しつつ、とても嬉しく思っ
ています。今年（平成27年）に博士号を取得して間もないですが、本文の残りで私の研究を紹介し、
今後の抱負を述べたいと思います。
私は人工知能と認知心理学の両分野の中で研究を続けています。まず、私の研究を背景から簡
単に述べたいと思います。認知心理学や行動経済学などの分野では、人間特有の認知傾向の存在
を明らかにしてきました。その認知傾向は研究成果として長年蓄積されてきましたが、現在の機械
学習システムでは実現できないような、不精確・スパ スーなデータから巧みな汎化を行い、世界を理
解するメカニズムが人間にあるにもかかわらず、それを機械学習や強化学習を含む人工知能に応用
する研究はあまりされていませんでした。そこで、私は、そのような人間の能力をコンピュータの解法
として用いた場合、どのような効果が現れるのかを研究しています。現在、強化学習の基礎的な課
題（N本腕バンディット問題）を用いた研究ですが、人間認知を実装した確率モデルにより、従来の
解法よりも迅速に答えを発見できたり、少ないITリソ スーで計算できたり、といった効率化に貢献で
きるのではないかと期待しています。
博士後期課程を修了してようやく研究者としてのスタ トーラインに立つことができました。今後
は、一人前の研究者として、他の研究者から面白いと思ってもらえるようなクオリティの高い論文を
生産することが、現在の目的です。そして、これからも人工知能と認知心理学の両分野の中でイン
パクトの大きい仕事ができればと考えています。また、一つの専門分野だけでは活躍することが厳
しい現代社会において、関西学院大学総合政策学部の一教員として、総合的な視点を持ちながら
社会で活躍できる人材を育成していきたいと思っています。そのために、私の研究分野等を通して、
学生のこれまで学んだ内容がどのように社会に貢献できるのかを具体化して学生のモチベーション
を高めていきたいと思っています。まだまだ教員・研究者として未熟で至らぬ点もあるかと存じます
が、今後ともご指導ご鞭撻のほど宜しくお願い申し上げます。
109
「新任のご挨拶」
